
当院での NST 活動について 

当院での栄養サポートチーム

（NST）の活動は早２年目に入っ

ています。あらためてご紹介す

るまでもないかも知れません

が、医師、歯科医師、管理栄養

士、看護師、薬剤師、臨床検査

技師といった多職種のメンバー

からなるチーム医療活動です。 

各疾患の入院治療や在宅への

移行にあたって、栄養に関する

すべてについて、「全人的」医療

の観点からサポートしていま

す。毎週火曜日午前中のラウン

ドを中心とした活動です。栄養

について「？」があったときに

は、まず事務局（栄養管理室）

にご連絡ください。もちろん NST

メンバーや各病棟の看護師長、

そして摂食嚥下ナースに声をか

けていただいても結構です。 

NST ラウンドの他には、年に２

回の院内勉強会を催していま

す。平成 21年度第 1回 NST 勉強

会は 5月 20 日に開催され、多く

の職員に参加していただきまし

た。NST の歴史や意義の解説に引

き続き、栄養アセスメントの理

論と実践、当院における NST 業

務の流れが解説されました。 

 

まず体重測定を！ 

栄養状態のアセスメントは体

脂肪量や筋肉量の指標として用

いられる上腕周囲長の測定、体

脂肪量の推定に用いられる上腕

三頭筋皮下脂肪厚の測定、血清

アルブミン濃度、リンパ球数な

どさまざまな方法で行われま

す。ただ、まず重要なものは体

重です。体重測定は基本的な身

体計測ですが、医療や栄養の介

入をする上でとても大切です。

輸液量やカロリー投与量の目安

を計算するためには、体重の値

が必要不可欠です。適切な量を

推定して投与することが、予備

能力の低下した高齢者では特に

重要です。また、投与したカロ

リーや輸液量が適切であるかど

うかは、体重測定による評価が

最も簡便な目安です。高齢者で

は疾患に伴う体重減少が起こり

やすく、筋肉量の低下から転倒

や虚弱状態へつながります。当

センターの理念である「高齢者

の心と体の自立を促進」を実行

するためには、体重測定という

簡便な指標を有意義に利用する

ことが大切です。高齢者の治療

の難しさ（面白さ？）はいかに

生活活動度を下げない治療をす

るかにあります。体重測定の意

義を見直しましょう。 
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体重測定からはじまる NST 

NST 稼働施設として認定！ 

当 院 は 日 本 静 脈 経 腸 栄 養 学 会

(JSPEN)により NST 認定施設として認

定されました。 

NSTではこれを励みにして、更に活動

内容を充実していきます。 

新規経腸栄養剤のご紹介 

この数年病態別経腸栄養剤の開発が盛

んです。当院でも、①メイン™②アキュア™

③カームソリッド™を導入しました。 

詳細については、各病棟にあるクリアーフ

ァイル「経腸栄養剤一覧表」をご覧下さ

い。 

院外セミナー等のご案内 

・平成２１年７月２５日（土） 第３回日本

静脈経腸栄養学会東海支部学術集会   

（静岡ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟ） 

・平成２１年１０月２４日（土）第６回日本

在宅静脈経腸栄養研究会学術集会 

(名古屋国際会議場) 


